
南

朝

造

像

記

の

研

究

―

資
料
と
概
要
―

八

木

宣

諦

北
朝
造
像
記
銘
文
の
内
容
に
つ
い
て
は
既
に
仏
教
史
的
研
究
が
な
さ

れ
、
(
1
)

文
字
書
風
に
つ
い
て
は
書
道
史
的
方
面
か
ら
研
究
が
進
め
ら
れ
、

ま
た
造
像

の
形
状
や
装
飾
な
ど
造
形
美
術
的
な
研
究
も
進
め
ら
れ
て
き

た
。
(
2
)

し
か
し
南
朝
造
像
記
に
つ
い
て
は
遺
品
が
少
な
く
文
献
に
収
録
し

た
も
の
も
少
な
い
の
で
、
(
3
)

南
朝
造
像
記
に
関
す
る
研
究
論
考
は
殆
ど
見

ら
れ
な

い
。

一
般
に
北
朝
は
国
家
仏
教
、
南
朝
は
貴
族
仏
教
と
い
う
性

格
づ
け
が
な
さ
れ
、
北
朝
で
は
教
団
が
国
家

の
強
力
な
統
制
下
に
あ

っ

た
の
に
対
し
、
南
朝
で
は
貴
族
勢
力
に
よ
っ
て
皇
帝
権
が
制
御
さ
れ
、

教
団
に
比
較
的
自
律
性
が
あ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

南
朝

で
も
各
皇
帝
が
仏
教
を
崇
拝
し
た
の
で
仏
寺
が
盛
ん
に
建
立
さ

れ
、
梁

の
武
帝
代
に
は
仏
教
が
最
も
隆
盛
と
な

っ
た

こ
と

は

『弁
正

論
』
に
よ
り
知
ら
れ
、
金
銅
仏
が
か
な
り
造
ら
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
書

道
史
的
に
見
て
、
南
朝
に
も
北
朝
書
法

へ
影
響
を
与
え
た
と
さ

れ
る
蕭
憺
碑
等
が
あ
り
、
南
朝
の
優
れ
た
書
法
の
墓
誌
が
近
年
出
土
し

て
南
朝
楷
書

の
多
様
さ
が
知
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
造
像
記
も
あ
る
程
度

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第
二
号

平
成
八
年
三
月

は
造
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
。

筆
・者
は
、

一
九
九
三
、
九
四
年
に
か
け
て
台
北
中
央
研
究
院
で
、
仏

教
墓
碑
銘
拓
本

(北
魏
―

元
)
の
調
査
研
究

に
従
事
す
る
機
会
を
得
た
。
(
4
)

そ
の
折
南
朝
造
像
記
の
拓
本
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
を
機
に
、

他

の
収
蔵
品
、
中
国
の
出
版
物

に
収
載
の
新
出
土
の
造
像
記
、
既
出
の

文
献
等
よ
り
収
集
し
て
七
三
件
を
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
仏
像
遺

品
や
写
真
資
料
の
な
い
も
の
も
あ

っ
て
形
態
的
特
徴
は
不
明
な
点
も
多

い
が
、
拓
本
が
あ
れ
ば
造
像
記

の
内
容
、
書
風
の
研
究
も
可
能
で
あ
る
。

本
論
で
は
南
朝
造
像
記
全
体
の
資
料
を
掲
出
し
、
銘
文
を
中
心
に
南

朝
造
像
記

の
実
体
、
特
徴
を
考
察
し
そ
の
概
要
を
記
し
て
ゆ
き
た
い
。

北
朝
の
造
像
記
銘
文
を
整
理
す
る
と
様
々
な
信
仰

内

容
が

知

ら
れ

る
。
尊
像

の
種
類
に
は
、
釈
迦
、
弥
勒
、
観
音
像
が
多
く
、
観
音
像
は

金
錮
像
に
集
中
し
て
い
る
。
ま
た
阿
弥
陀
像

は
北
斉
か
ら
で
、
北
魏
に

は
無
量
寿
仏

の
名
で
銘
記
さ
れ
て
い
る
。

造
像
記
に
は
、
発
願

の
動
機
、
奉
為
、
願
目
が
列
記

さ
れ

て

い

る

六
三
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南
朝
造
像
記
の
研
究

(八

木
)

が
、
祈
願
の
内
容
に
は
複
数

の
願
目
が
見
ら
れ
、
生
天

・
託
生
の
願
い

が
中
心

に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
皇
帝
に
対
す
る
奉
為
や
皇
祚
の
永
寧
を

願
う
祈
願
が
多
く
記
さ
れ
、
竜
門
に
は
皇
帝
崇
拝
祈
願
が
目
立

っ
て
お

り
、
単
立
石
像
に
最
も
皇
帝
崇
拝
が
多

い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

収
録

し
た
造
像
記
資
料
は
、
宋

一
一
件
、
斉
六
件
、
梁
五

一
件
、
陳

五
件

の
計
七
三
件
で
あ
る
。
北
魏
の
廃
仏
年
以
前
の
も
の
四
件
、
雲
岡

開
窟
前
が
五
件
あ

っ
て
、
梁
代
の
造
像
が
七
〇
%
を
占
め
る
。

資
料

の
所
在
を
示
す
と
、

一
つ
は
台
北
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究

所
所
蔵
拓
本
、
(
5
)

次
は
北
京
図
書
館
所
蔵
拓
本
、
(
6
)

次
は
大
正
大
学
所
蔵
拓

本
で
あ
る
。
(
7
)

こ
の
ほ
か
、
近
年
の
中
国
新
出
土
資
料
お
よ
び

『
石
刻
史

料
新
編
』
(
8
)

所
収
の
既
存
の
文
献
資
料
等
か
ら
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

南

朝
造
像
記
資
料
を

一
覧
表
に
し
て
示
す
と

西
暦

名

称

年

代

文

研
北
京
大
正

六
四
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南
朝
造
像
記
の
研
究

(八

木
)

こ
れ
ら
の
資
料
を
基
に
、
仏
教
史
的
背
景

を
考
慮
に
入
れ
南
朝
造
像

記

の
特
徴
を
見
て
ゆ
き
た
い
。

宋

の
武
帝
、
文
帝
は
仏
教
に
好
意
的
で
、
元
嘉
年
中
は
政
治
も
安
定

し
仏
教
も
盛
ん
と
な
っ
た
。
造
像
記
も
こ
の
時
期
に
集
中
し
て
い
る
。

(
a
)
韓
謙
造
像
記
は

元
嘉
十
四
年
歳
在
丑
郡
丑
朔
五
月
一
日
、
弟
子
韓
謙
敬
造
仏
像
、
願
令
亡
父

母
悽
子
兄
弟
値
遇
諸
仏
、
常
与
三
宝
共
会

と
あ
り
、
韓
謙
が
亡
父
母
妻
子
兄
弟
の
為

に
造

っ
た
金
銅
如
来
坐
像
の

造
像
記
で
、
北
朝
と
同
じ
様
式

の
定
型
の
銘

文
で
あ
る
。

(
b
)
は
四
川
省
晋
豊
県

の
高
熊
が
造

っ
た
無
量
寿
仏
造
像
で
、
無
量
寿

仏
と
し
て
は
北
魏

(和
平
五
年
)
よ
り
成
立
が
早
い
貴
重
な
資
料
。

(
c
)
は
大
荘
厳
寺
の
講
経
を
聞
い
た
楊
仕
有
が
、
そ
の
思
い
を
家
に
も

ち
帰
り
造

っ
た
釈
迦
造
像
記
で
、
家
庭
内

の
持
仏
信
仰
。

こ
の
他
、
僧
の
初
期
の
造
像
で
あ
る
沙
門
慧
担
造
像
記
、
南
朝
で
唯

六
五
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南
朝
造
像
記
の
研
究

(八

木
)

一

「
為
国
家
」
を
銘
に
し
た
関
正
玄
弥
勒
造
像
が
あ
る
。
宋
に
は
仏
寺

建
立

や
仏
像
鋳
造
が
度
を
こ
え
た
の
で
制
限
を
加
え
、
仏
像
を
造
る
に

は
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
記
実
が
あ
る
か
ら
、
金
銅
像

は
か
な
り
造
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

斉
代

の
造
像
遺
品
は
少
な
い
。
紀
徳
真
が
四
川
省
彰
水
の
喪
思
寺
で

亡
弟
僧
恵
の
為

に
造

っ
た
釈
迦
造
像
記
や
釈
玄
嵩
の
造

っ
た
無
量
寿
、

弥
勒

二
像

の
造
像
記
が
貴
重
な
資
料
と
な
ろ
う
。

南

朝
で
仏
教
が
最
も
盛
ん
だ

っ
た
の
は
梁
代

で
、
『
弁
正
論
』
巻
三

に
は
寺
院
数
二
八
四
六
所
、
僧
尼
八
二
七
〇
〇
人
と
記
さ
れ
て
い
る
。

武
帝

(四
六
四
～
五
四
九
)
は
天
監

一
八
年
に
慧
約
よ
り
菩
薩
戒
を
受
け

て
以
後
、
大
愛
敬
寺
、
大
智
度
寺
、
同
泰
寺
等
多
く
の
寺
を
建
て
て
名

僧
に
仏
典
を
講
経
さ
せ
注
釈
を
さ
せ
、
自
ら
も
仏
典
を
研
究
し
講
経
も

し
著

述
を
書
い
て
い
る
。
ま
た
道
俗
を
集
め
て
無
遮
大
会
、
平
等
会
等

諸
法

会
を
催
し
た
。
中
大
通
元
年

の
無
遮
大
会
に
は
道
俗
五
万
人
が
参

加
し
た
と
伝
え
る
。
梁
代
、
特
に
武
帝
授
戒
以
降
に
集
中
し
て
い
る
。

(
d
)
は
四
川
省
綿
陽
に
あ
る
漢
の
平
陽
府
君
北
闕
の

一
部
を
用
い
て
刻

さ
れ
た
章
景
造
像
記
で
あ
る
。
梁
帝
の
為
に
無
量
寿
仏
碑
像
を
造
り
、

無
形
と
形
を
対
比
し
て
老
荘
的
仏
教
理
解
を
示
し
た
造
像
記
と
し
て
は

難
解
な
文
で
あ
る
。
上
部
二
字
分
が
欠
落
し
て
文
意
は
会
得
し
難
い
が

貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

(
e
)
は
四
川
省
博
物
館
蔵
品
の
上
官
氏
造
像
記
(
9
)

…
敬
造
釈
迦
文
石
像
一
丘
、
願
令
玉
尼
□
往
生
遇
値
生
西
方
無
量
寿
国
、
捨

六
六

身
薨
形
常
見
諸
仏
周
□
出
家
及
現
在
之
眷
属
六
身
中
来

一
切
倉
生
並
同
此
願

七
尊
二
羅
漢

の
群
像
で
、
西
方
無
量
寿
国
に
往
生
し
て
見
仏
す
る
こ

と
を
願
目
と
し
た
弥
陀
浄
土
教
徒
の
造
像
記
と
考
え
ら
れ
る
、

(
f
)
柳
仲
保
釈
迦
造
像
記

…
武
帝
大
荘
厳
寺
設
平
等
会
武
帝
回
回
捨
身
、
於
同
泰
寺
昭
明
太
子
常
常
講

経
念
仏
、
於
同
泰
寺
仏
弟
子
柳
仲
保
回
家
約
同
衆
姓
弟
子
、
敬
造
仏
像
三

区
、
衆
姓
弟
子
一
心
供
養
仏
時
…
…

武
帝
が
大
荘
厳
寺
で
平
等
会
を
修
し
、

同
泰
寺
で
昭
明
太
子
は
経
典

講
義

の
講
筵
を
し
い
た
。
そ
こ
に
参
加
し
た
柳
仲
保
は
家
に
帰
り
多
く

の
同
衆
信
者
と
像
を
造
り

一
心
に
供
養
し
た
と
あ
り
、
武
帝

一
族
の
奉

仏
行
為
を
裏
付
け
る
資
料
で
あ
る
。

(
は
李
元
福
妻
鞏
氏
の
弥
陀
造
像
記
で
、
程
文
徳
妻
王
伏
素
造
像
記

と
共
に
女
性
弥
陀
信
仰
者
に
よ
る
弥
陀
造
像
。
北
朝
で
阿
弥
陀
仏
と
銘

記
さ
れ
る
最
初
の
造
像
は
北
斉
武
平
二
年

で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
早
い
成

立
の
も
の
と
し
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

な
お
文
献
に
も
僧
祐
が
無
量
寿
仏
を
建
造
し
た
こ
と
や
、
武
帝
が
大

愛
敬
寺
に
金
銅
像
を
造

っ
た
記
実
が
見
ら
れ
る
。
従

っ
て
梁

の
造
像
は

武
帝
の
崇
仏
と
共
に
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

陳
代
の
造
像
記
は
五
件
と
少
く
、
浅
い
線
刻

の
像
と
銘
文
で
、
家
庭

内
信
仰
を
素
朴
に
表
現
し
た
感
が
あ
り
、
庶
民
間
の
持
仏
信
仰
の
所
産

で
あ
ろ
う
。
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仏
像

の
像
容
か
ら
北
魏
仏
は
素
朴
剛
健
で
あ

っ
て
権
力
主
義
の
主
張

が
強

い
と
い
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、
南
朝
の
も
の
は
優
雅
な
趣
き
が
特

徴
で
、
文
化
様
相
を
異
に
し
た
背
景
が
考
え
ら
れ
る
。

南
朝
に
は
石
窟
造
像
、
団
体
に
よ
る
造
像
が
な
く
大
規
模
で
長
文
の

造
像
記
は
な
い
。
金
銅
像
が
比
較
的
多
く
、
堅
い
材
資

の
素
材
が
乏
し

か

っ
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。

北
朝

で
は
孝
文
帝
に
よ
る
漢
字
化
政
策
に
よ

っ
て
文
字
を
重
視
し
た

造
像
が
行
わ
れ
た
が
、
南
朝
で
は
紙
書
の
文
字
は
高
度
な
発
達
を
と
げ

た
が
、

石
灰
岩
に
文
字
を
刻
す
発
想
が
稀
薄
だ

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
南

朝
で
は
造
像
が
主
体
で
題
記
は
付
属
的
だ

っ
た
感
が
あ
り
、
文
字
書
風

も
北
朝

の
方
に
優
品
が
多
い
。
従

っ
て
金
石
家
も
著
録
し
て
い
な
い
。

南
朝

の
造
像
は
梁
代
に
集
中
し
て
お
り
、
武
帝
の
崇
仏
行
為
が
大
き

く
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
題
記
銘
文
か
ら
見
る
と
家
庭
内

の
庶
民

信
仰
が
表
わ
れ
、
持
仏
信
仰

の
所
産
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
題
記
も

個
性
的
で
あ
り
、
個

々
の
精
神
を
重
視
し
た
自
由
表
現
が
特
徴
と
い
え

る
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
ら
南
朝
造
像
記
は
先
ず
資
料
集
成
と
し
て
活
字
化
す
る
必
要
が

あ
る
。
紙
数
の
都
合
上
、
全
文
の
解
読
と
北
朝
銘
文
と
の
比
較
検
討
は

他
考

に
譲
る
。

1

塚
本
善
隆

「竜
門
石
窟
に
現
れ
た
る
北
魏
仏
教
」
(『竜
門
石
窟
の
研

究
』)、
佐
藤
智
水

「北
朝
造
像
銘
考
」
(『史
学
雑
誌
』
八
六
編
十
号
)

2

石
松
日
奈
子

「竜
門
古
陽
洞
初
期
造
像
に
お
け
る
中
国
化
の
問
題
」

南
朝
造
像
記
の
研
究

(八

木
)

(『
仏
教
芸
術
』
八
四
号
)

3

『
八
瓊
室
金

石
補

正
』

に
は
維
衛
尊

仏
造
像

記
等
六
件

の
収

録

4

拙
稿

「
中
央

研
究

院
所
蔵

の
拓
本
資

料
」
(
『書

学
書
道

史
研
究
』

四
号

5

歴
史
語
言
研
究

所
所
蔵

拓
本
は
三
三
八
八
九
枚
あ
り
、
南

朝
造
像
記

は

一
七
件

6

『
北
京
図
書

館
蔵

歴
代
石
刻
拓
本
匯

編
』
巻
二
に

一
五
件

所
収

7

大
正
大
学
蔵
拓
本

(塚
本
靖
氏
寄

贈
)
中

に

一
〇
件
所
収

8

『
成
都
文
物
』

一
九
八
五
年

一
期
八
七
年
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